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データ連携設定方法の概要

作成した
顧客DB

顧客情報

データ連携

管理者SFA設定→顧客情報CSV出力形式一覧

1.出力形式（項目）を作成

出力したい項目を選択し名前を付けて保存します。

管理者データベース設定→対象データベース書式
→取込

2.取込形式（項目）を作成

取り込みたい項目を選択し保存します。

データ連携設定→データ連携設定

3.連携の設定

1、2で作成をした出力形式と取込形式を選択し保存します。

SFAの顧客情報に登録された内容を作成した顧客管理用のデータベースに連携させます。

データ連携はSFAの顧客情報が保存された時点で連携されます。
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データ連携設定方法【SFA】

管理者SFA設定→顧客情報CSV出力形式一覧
1.出力形式（項目）を作成

拡張子まで入力してください。

項目を選択し「追加」で右の出力形式項目に移動してください。

登録する場合は、必ず「基本情報更新」をクリックしてください。
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データ連携設定方法【DB】

管理者データベース設定→対象データベース書式→取込

2.取込形式（項目）を作成

項目を選択し「>>」で右の取込項目に移動してください。

※SFAの出力形式に合わせて設定する必要があります。
他のDBからマスター連携などの設定をしている項目は
選択肢に表示されません。
次ページで詳しく説明をします。

保存する場合は必ず画面下の「更新」をクリックしてください。
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データ連携設定方法【出力=取込】

SFAで設定をした出力形式とDBで設定をした取込形式は同じにする必要があります。

出力
項目名

外部連携ID

名称

かな

郵便番号

エリア

住所1

住所2

取込
項目名

DBで作成した
項目名

選択項目への
表示

顧客No 顧客No 選択可能

顧客名 顧客名 選択可能

かな かな 選択可能

郵便番号 郵便番号 選択可能

【特殊】非取込項目 エリア
他のDBマスターと連携

のため選択不可

住所1 住所1 選択可能

住所2 住所2 選択可能

「取込」の対象となる「出力」とは、項目の並び順と項目数を同じにする必要があります。
例えば、エリアマスターDBを作成していて郵便番号を入力するとエリアが表示されるという連携設定を
していた場合、「取込」設定の選択項目として「エリア」は表示されません。
その場合は、項目数を合わせるために「【特殊】非取込項目」を追加します。
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データ連携設定方法【データ連携】

データ連携設定
データ連携設定→データ連携設定

3.連携の設定

送信元データを選択すると出力パターンに設定をした名称が選択肢として表示されます。

設定をしているフィルタを選択すると
絞り込まれたデータのみ出力されます。

送信先データを選択すると取込パターンに設定をした
名称が選択肢として表示されます。

「登録」をクリックして保存してください。


